
 

 

日日本本工工学学教教育育協協会会かかららのの をを受受賞賞ししてて

Receiving a JSEE AWARD from the Japanese Society for Engineering Education 
 

理工学部 生体医工学科 吉田 善一 
 

年 月 日に開催された日本工学教育協会の第

回総会において、第 回 JSEE AWARD を受賞しま

した。「JSEE AWARD」は、 年度に発足した会員表

彰制度です。会員および団体を年に 回表彰する制度

で、協会への貢献や委員会などでの活躍が評価されます。

今回は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため表彰式

は中止となりました。

筆者は、主に協会賞選考委員会における活動と工学教

育上の業績が評価されました。委員会活動では、 年

度・協会賞選考委員会から継続して 年間に亘って工

学教育賞選考委員会に所属し、協会賞統合時の改革にあ

たっては幹事委員として中心的な役割を務めるなど熱

心に活動したことが主な受賞の理由です。具体的には、

～ 年度・協会賞選考委員を経て 年度から

教育賞選考幹事を担い、毎年の審査では、部門主査とし

て、書面審査、賞選考、結果報告のとりまとめを行い、

審議にあたっては常に高所に立った的確な意見を述べ

るなど、工学教育賞の質と品位の維持向上に大きく貢献

したと評価されました。さらにその他の活動では、

～ 年度・地区工教役員も務めました。

また、工学教育上の業績としては、論文誌『工学教育』

への審査付き論文「フィリピンにおける『モノづくり人

材育成』教育プログラムの実践」（ 巻 号）、

「 Disseminating Japanese Spirit of Manufacturing 

Worldwide by Yakinaoshi Method」（ ）、「日本の伝統的

ものづくり精神を育む授業における日本・フィリピン学

生の理解度比較」（ ）、「技術者のための東西両洋の

哲学教育の試み」（ ）、「無意識的な活動、視座に対

する 気づきを誘発する学生実習プログラム開発」（

）の投稿が評価されました。工学教育研究講演会では、

年度「 技術者のための社会人力教育 日本古

来のものづくり精神と大学理念をもとにした技術人格

者の育成」、 年度「W-03 Philosophical Education in 

Regard to Japanese-Style Manufacturing in the Philippines」、

年度「 日本の伝統的なモノづくり精神を基盤

とした倫理教育手法の開発とそのフィリピンへの展開」、

年度「 日本の伝統的なモノづくり精神を基盤

とした倫理教育手法の開発とそのフィリピンへの展開

Ⅱ」、 年度「 日本の伝統的なモノづくり精神

を育む授業における日比学生の理解度比較」、 年度

「 人工知能技術者教育を目指した学生実験の開発」

など多くの発表があったこと、また、上記 年度の

発表は、工学教育研究講演会ポスター発表賞を受賞した

ことなどが高く評価されました。

特に、上記フィリピンでの工学教育に関する一連の発

表の切っ掛けは、工業技術研究所で 年 月 日に

開催された産学連携講演会での発表、その後、『工業技

術』第 号に掲載された「日本の伝統的なモノづくり

精神を基盤とした倫理教育手法の開発とそのフィリピ

ンへの展開」でした。発表の機会を与えていただいたこ

とに感謝申し上げます。

 

 

日日本本災災害害情情報報学学会会 年年 廣廣井井賞賞（（学学術術的的功功績績分分野野））をを受受賞賞ししてて

Receiving the Hiroi Award from the Japan Society for Disaster Information Studies 
 

理工学部 都市環境デザイン学科 及川康 
 

日本災害情報学会より 2020 年の廣井賞（学術的功績

分野）を授与されました。表彰式および受賞記念講演は、

COVID-19 の感染リスク拡大の影響により 1 年延期さ

れ、2021 年 11 月 20 日に行われました。 

廣井賞は、日本の災害情報研究の第一人者であり日本

災害情報学会の創設メンバーでもある初代会長の故・廣

井脩氏の遺志を継ぐ記念事業として2007年より設けら

れた賞で、災害情報分野で優れた貢献のあった個人や団

体に贈られます。廣井賞には、社会的功績分野、学術的

功績分野、特別功績分野の３つの分野があり、2020 年

は学術的功績分野（1 名）のみへの授与でした。 

受賞理由は、「避難情報のあるべき姿について原理的

に考察した『避難情報廃止論』、防災行政と住民との新

たな関係性を提示する『防災の責任の所在について』、

防災における諦観の意義に言及した『災害履歴に対する

時間感覚』など、論理的に緻密で、さらに、独創性も備

えた多くの研究を発表されており、その学術的功績は顕

著であります。よってここに日本災害情報学会 2020 年

廣井賞（学術的功績分野）を授与しその栄誉を称えます」

と紹介されました。 

受賞記念講演では、何を話すべきか非常に悩みました。

個別の特定の研究論文に対する受賞であれば当該論文

の内容を紹介することが主となるのだろうと思います

が、このたびの受賞はそうではありません。 

そこで、これまでの歴代受賞者を振り返り、研究活動

に対して自身が考える「誠実さ」の概念について、自身

の研究歴を３つの時代に区分して試論を紹介すること

からはじめました。最初期、確固たる「正しさ」なるも

のが外側の何処かにあるはずだと信じてそれに追い付

こうと躍起になっていた頃は、借り物の手法や知識を使

い熟すことに少し傾注し過ぎていたように思います。ま

た、まがりなりにも「正しさ」のようなものを探し当て

たかのように見えた頃には、それを確固たるものと信じ

込み、それに従って筋を通すことが誠実さだと錯覚した

時期もあったように思います。そうではなく、ここ十年

くらいは、探し当てたかのように見えた自分なりの「正

しさ」なるものを徹底的に疑い尽くして破壊することに

腐心しているように思います。破壊して何も無くなって

しまうことが多いですが、それでもなお壊れずに残って

しまうものに何らかの学術的価値が潜んでいるような

気がします。研究に対する誠実さとは、対象を自明視せ

ず、別の可能性を疑い尽くす努力を怠らないことなのだ

と今は思っています。その結果として得られるものがあ

るとすれば、最終的にそれは「代替の効かない当事者感

覚」に至るのだろうと思います。講演では、このような

一連の試論を、精神科医と患者とのあいだに求められる

臨床哲学になぞらえて、防災研究者と住民とのあいだに

おける「臨床防災哲学」として確立していくことの重要

性を提起するに至りました。 

取留めのない事を書き連ねてしまいましたが、あらた

めまして、これまでのすべての御恩と出会いに心より感

謝申し上げます。このたびの受賞を励みに今後とも精進

していく所存ですので、引き続きご指導ご鞭撻のほど宜

しくお願い申し上げます。 
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